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チクセントミハイのフロー研究

心理学者のM ・チクセントミハイ (Csikszentmihalyi，M.)は、人間の心理状態における

「フロー」という新たな観点を提示した。チクセントミハイの著書(1988，2000)を参照

すると、チクセントミハイのBeyondBoredom andAnxiety (1975)が上梓された後に、フロ

ー理論は教育現場、産業、スポーツなど様々な分野に影響を与えてきたことがわかる。

チクセントミハイは全く言及していないが、 BeyondBoredom and Anxietyの邦訳『楽しみ

の社会学』は、日本の学校体育の授業にも大きな影響を与えてきた。日本では、 1977年に

学習指導要領が改訂された。その中では、「楽しさ」が新たに学校体育の授業目標として掲

げられ、非常に重要なテーマとして強く意識された。しかし、指導要領改訂時には楽しさ

の構造を的確に平易に説明できる有効なモデ、ノレがなかった。日本においては、 1979年にチ

クセントミハイの著書の日本語訳が登場するとすぐに、フロー理論の骨格であるフローモ

デノレは日本の学校体育の授業において、楽しさの構造を具体的に説明する極めて有効なモ

デノレとして積極的に用いられていった。

本報告の目的は、「楽しい体育」において、フロー理論がどのように受容されたのか、

そしてフロー理論がどのような影響をもたらしたのかを、「楽しい体育」におけるフロー理

論適用の意義と課題という観点から整理し、その上でJ・J・ギブソン (Gibson，J， J) のア

フオーダンス理論、 A・ボルグマン (Borgmann，A.)の実在に関する分析、両者に関する中

島の考察 (2004)を援用し、フロー体験が深化する過程を考察することにある。

フロー理論適用の意義一楽しさの広がり

学習指導要領改訂の後に、スポーツ社会学者の今村浩明によって、 BeyondBoredom and 

Anxietyの日本語版の翻訳『楽しみの社会学』が 1979年に刊行された。 1977年の学習指導

要領の改訂から 1978年までの聞には、「楽しい体育Jとしづ言葉を用いた論説、雑誌記事

は見られない。「楽しい体育」と銘打つた論説は、 1979年以降に登場する。 1977年の学習

指導要領改訂の時期には、「楽しさJとは抽象的な目標であったが、フロー理論の登場によ

って具体的な目標となり、楽しさについての興味・関心が一気に高まった。

そして、学校体育の授業にフロー理論が適用されることによって、たくさんの児童・生

徒が楽しさを経験することができる、体育授業が模索されていった。フロー理論は、技能

水準に適合した挑戦課題に取り組むことによって、どの技能レベノレにおいても活動を楽し

むことができることを示している。そのため、学校体育の授業では、個人差に配慮した個

別化学習授業が重視され、学習環境が準備されていった。

フロー理論適用の課題ー楽しさの深化

フロー理論は、学校体育の授業において多くの児童・生徒が楽しさを経験できるという
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可能性を提示した。だが、学校体育の授業においては十分な時聞が無いため、フロ一体験

を深めることは困難であり、「フロー体験の深化」は課題として残ったと思われる。それは、

フロー理論自体において、「フロー体験の深化」に関する説明が概括的であったからではな

いかと思われる。このことは、フロー理論を歪曲させる危険性にも繋がりかねない。

学校体育の授業において、フロー理論を導入することを試みた識者のフローモデルに関

する説明文には、「不安や退屈を感じている時に、自主的、自発的な取り組みは少なくなるj

という記述がある。だが、フローモデルにおいて、最も自主的、自発的な取り組みが必要

となるのは、フロー状態ではなく、フローチャンネルを逸れた時であるだろう。

「フロ一体験の深化」に関する理論構築に向けて

チクセントミハイは、「最良の瞬間は普通、困難ではあるが価値のある何かを達成しよ

うとする自発的努力の過程で、身体と精神を限界にまで、働かせ切っている時に生じるJ(チ

クセントミハイ， 1996， p. 4) と述べ、「苦役や不安Jの必要性について自覚している。

だが、フロー理論の骨格であるフローモデ、ルの説明には、苦役や不安が必要であるとい

う記述は見られない。そのため、フロー理論が援用される場合、「フロー体験の深化」のた

めに必要である苦役や不安に関する記述は看過される恐れがある。

ギブソンのアフオーダンス理論、ボルグマンの実在に関する分析を援用して、「フロー

体験の深化」を考えていく際には、ギブソンとボノレグマンの両者の理論的接近を図った中

島の考察が非常に有効な視座を与えてくれる。チクセントミハイ、ギブソン、ボルグマン

の理論的検討を踏まえ、「フロー体験の深化」に関する理論構築を試みたい。
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